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転
移
性
肝
が
ん
で
開
病
中
の
恩
師
を
励
ま
そ
う
と
、教
え
了
た
ち
が
十
八
日
、鳥
取
県
立
鳥
取
西
高
校
（鳥
取
市
東
町
二
丁
目
）
で

「三
十
分
間
の
補
習
授
業
」
を
開
い
た
。
六
年
前
ま
で
同
校
で
日
本
史
を
教
え
て
い
た
浜
崎
洋
三
さ
ん
（六
〇
）。
二
十
四
年
前
、
最

初
に
担
任
を
務
め
た

一
年
八
組
の
教
室
が
最
後
の
授
業
の
会
場
に
選
ば
れ
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
大
阪
や
兵
庫
県
か
ら
も
駆
け
つ
け

た
約
百
人
の
卒
業
生
が
廊
下
に
ま
で
あ
ふ
れ
た
。
病
床
か
ら
再
び
教
壇
に
立

っ
た
先
生
は
、

「伝
え
た
い
こ
と
」
と
題
し
て
、
予

定
を
大
幅
に
超
え
る

一
時
間
、
時
に
は
机
に
手
を
つ
い
て
身
を
乗
り
出
し
、
自
ら
の
人
生
観
を
教
え
子
た
ち
に
語
り
か
け
た
。
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授
業
開
始
は
午
後
二
時
Ｇ
全

員
が
起
立
で
迎
え
る
中
、
浜
崎

先
生
が
教
壇
に
立

っ
た
。
ｔ
日
な

が
ら
の
自
の
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ

に
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
。

「こ
こ

一

カ
月
ほ
ど

気
力
が
な
か

っ
た

が
、
そ
れ
を
感
じ
と

っ
た
教
え

子
た
ち
が
、
世
の
中
に
引

っ
張

鳥
取
西
高

り
出
し
て
く
れ
た
」
と
、
切
り

出
し
た
。

浜
崎
先
生
は
京
大
文
学
部
を

卒
業
後
、

一
九
六
〇
年
に
母
校

の
鳥
取
西
高
に
赴
任
。
県
史
の

編
さ
ん
に
携
わ

っ
た
約
十
年
間

を
除
き
、
九
〇
年
ま
で
鳥
取
西

高
で
主
に
日
本
史
を
教
え
て
き

時
に
は
立
ち
上
が

っ
て
チ
ョ
ー
ク
を
使
う
浜
崎
さ

ん
＝
鳥
取
市
東
町
二
丁
目
の
県
立
鳥
取
西
高
校
で

た
。
九
二
年
か
ら
県
立
図
書
館

長
を
務
め
て
い
る
が
、
昨
年
九

月
、
胃
か
い
よ
う
の
手
術
を
受

け
た
と
き
、
が
ん
が
見

つ
か

り
、
告
知
を
受
け
た
。

浜
崎
先
生
の
教
え
子
で
主
治

医
で
も
あ
る
鳥
取
赤
十
字
病
院

の
徳
永
進
さ
ん
（四
八
）が

「残
さ

れ
た
時
間
は
あ
ま
り
な
い
。
も

う

一
度
、
教
え
子
に
何
か
を
言

い
残
し
て
ほ
し
い
」
と
説
得
。

同
窓
生
ら
に
呼
び
か
け
て
準
備

し
た
。
体
力
を
考
え
て
授
業
時

間
は
三
十
分
間
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
授
業
を
始
め
た

浜
崎
先
生
は
、
最
初
こ
そ
用
意

さ
れ
た
い
す
に
座

っ
た
ま
ま
だ

っ
た
が
、
次
第
に
声
を
張
り
上

げ
、
時
に
は
立
ち
上
が

っ
て
チ

コ
ー
ク
を
握
り
、
イ
ン
ド
哲
学

に
も
触
れ
な
が
ら
、

「立
身
出

世
は
国
家
主
義
と
結
び
つ
い
た

恐
ろ
し
い
罠

（わ
な
）
」
な
ど

と
独
自
の
人
生
論
を
説
い
た
。

浜
崎
先
生
が
時
折
ち
り
ば
め
る

音
な
が
ら
の
冗
談
に
教
室
内
に

は
何
度
も
何
度
も
笑
い
声
が
起

き
、
授
業
は
大
幅
延
長
。

教
え
子
の

一
人
で
県
職
員
の

安
藤
隆

一
さ
ん
（内
七
）は

「口
う

る
さ
い
先
生
だ
と
思

っ
た
が
、

今
改
め
て
話
を
聴
い
て
先
生
の

本
当
の
気
持
ち
を
知

っ
た
気
が

す
る
」
。

最
後
に
全
員
で
校
歌
を
歌

っ

て
授
業
を
締
め
く
く
り
、
教
え

子
が
立
ち
上
が

っ
て
拍
手
す
る

中
、
浜
崎
先
生
は
六
年
前
と
同

じ
よ
う
に
ゆ

っ
た
り
と
し
た
足

取
り
で
教
室
を
出
て
行

っ
た
。
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